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研究成果の概要（和文）：本研究では、筑波大学を対象に、障害学生及び取り巻く環境のアセスメントを行うことによ
り、個々の支援ニーズの適切な把握と合理的配慮の検討を行うための方法に関する基礎的資料を得た。また、ユニバー
サルキャンパス実現のため、物理的アセスメントを実際に行い、改善点等を検討して、バリアフリーマップの作成を試
み、一般に公開した。さらには、支援方法・技術の高度化に向けて、特に聴覚障害学生支援（パソコン要約筆記、手話
通訳）に関する作業内容を分析し、支援のパフォーマンスに影響を及ぼす支援者の要因について明らかにした。今後は
これらの成果を基に、障害学生支援のさらなる質的向上を目指し、必要な条件を検討する必要がある。

研究成果の概要（英文）：In this report, fundamental information on requirements for constructing universal
 accessible campus was clarified. Based on the assessment of the needs students with disabilities have and
 the environment surrounding them, we have determined several kinds of reasonable accommodations. In addit
ion, we also searched and analyzed the structural barriers on the campus, then made improvement on it to f
igure out a barrier-free map, which was opened to the public. Furthermore, in order to sophisticate a supp
ort system and skills of concerning personnel, we analyzed characteristics of support tasks, especially on
 information services for students with hearing impairment. The research revealed that the primary factor 
affecting interpretation performance was the years of interpretation experience. In constructing better ac
cessible campus for all students, we further have to clarify requirements and reasonable accommodations fo
r students with disabilities based on scientific researches.
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１．研究開始当初の背景 
 本格的なインクルーシブ社会の到来を前
に、｢共生｣の理念と実現が我が国でも中心
的課題となってきている。しかし、わが国
の中等教育以前の学校場面では、まだこの
理念は普及しているとはいえない。これに
対し、高等教育場面では、十分とは言えな
いまでも障害学生と一般学生との共生教育
の実現が従来から求められてきた(国立大
学協会,2001)。 
 近年、障害のある学生が一般大学で学ぶ
機会は増加傾向にある。その要因は、高等
教育機関への進学率の一般的な増加とそれ
に伴う障害者の進学意欲の高まり、大学側
の障害者受け入れ体制の改善、入学選抜方
式の多様化（障害者特別選抜を含む）等が
考えられる。独立行政法人日本学生支援機
構の調査によれば、全国の大学等に在籍す
る障害学生数は、平成 20 年 5 月 1 日現在
6235 人である（日本学生支援機構,2009）。
潜在的な障害学生も存在することを考慮す
れば、さらにその数は多いと予測される。 
 こうした状況の中で、高等教育機関にお
ける障害学生支援の充実を目指した研究が、
多方面の視点から急速に進められている。
1977 年、米国において“Association on 
Higher Education and Disability: 
AHEAD”が組織された。同委員会は、高
等教育期間における障害者の完全参加をス
ローガンとした国際的な組織であり、障害
学生に対するサービスと支援の質の向上を
目指した各種の活動や提言を行っており、
さらに、日本における障害学生支援に関す
る研究の発展に対しても、貴重な資料を提
供している。しかし、教育システムや財政
基盤、大学のカリキュラムなど、多くの側
面において、欧米と日本ではその内容が異
なるため、国内での研究を補足して日本独
自が抱える問題を明確にし、より実情に即
した支援システムの構築を目指していく必
要があるといえる。 
 障害学生支援のためのユニバーサル・キ
ャンパス構築のための問題は、次のように
整理される。 

(1)障害のアセスメントによる個々の支援ニ
ーズの把握および合理的配慮の検討 
(2)物的・人的環境アセスメントによるユニ
バーサル・キャンパスのための環境整備 
(3)ユニバーサル・キャンパスを担う人的資
源の開発および組織の形成 
(4)大学教職員・学生に対する「共生」につ
いての啓発と理解教育 
(5)障害学生および支援学生の健康管理など
である。 
 以上の問題については、様々な学術的背景
が存在する。障害のアセスメントについては、

医学・リハビリテーション・特別支援教育学
的視点が必要であろう。環境については、物
理的環境および人的環境とに分かれ、スロー
プ、エレベーター、点字ブロックなどは物理
的環境として整備されつつあるが、人的環境
については、障害理解教育・啓発によって実
現されるものであり、教育・心理学的視点が
重要である。また、人的環境は、ユニバーサ
ル・キャンパスを担う人的資源の開発や組織
の形成とも関係し、さらには大学教職員・学
生についての理解教育に発展すべき問題と
なろう。そして、障害学生本人や支援学生が
心身共に健康に過ごすことが出来るための
健康管理が必要である。 
 筑波大学は、昭和 48 年の開学以来、多く
の障害学生を受け入れ、クラスやサークルの
友人たちのボランティア活動による学習支
援が活発に行われることを支援してきた。こ
のため、平成 13 年度から、学長の下に障害
学生支援委員会及び専門委員会を設置し、平
成 19 年度からは副学長を室長として障害学
生支援室および専任教職員を配置するに至
った。これまで心身障害学に関わる教員等に
よって個人的に行われていた相談・助言活動
を、現在では全学的体制で実施している。筑
波大学における障害学生学習支援は、障害学
生と一般学生がともに学ぶことを通して、共
生の時代といわれる 21 世紀を担う社会人を
育成することを目的としている。 
 一般に、障害学生支援はともするとボラン
ティアを組織・運営することが中心に考えら
れる傾向にあるが、個々の障害についての合
理的配慮とは、支援ニーズのアセスメントに
よるニーズ分析などの科学的根拠に基づく
べきものと考える。筑波大学では、これらの
障害学生の学習支援について、障害科学系と
いう障害科学研究組織が研究的にサポート
しうる人的資源があり、これまでも障害毎に
様々な研究をおこなってきた。障害学生本人
が自己の障害ニーズを正しく認識すること
には、障害のアセスメント、環境アセスメン
トが必要不可欠と考える。その上で物理的環
境の整備、障害学生支援ボランティアの育成、
障害理解教育や啓発が必要となるであろう。 
 
２．研究の目的 
以上の諸背景をふまえ、本研究では、筑波

大学を対象に、障害学生および取り巻く環境
のアセスメントを行うことにより、合理的な
配慮を検討し、さらには、ボランティア養成、
支援方法・技術の高度化、障害学生および支
援学生の健康管理についての基礎的研究を
行い、ユニバーサル・キャンパスの構築に必
要な条件を明らかにすることを目的とした。
また、並行して、先進的な取り組みを行って
いる他大学（海外も含む）の実践についても
調査を行うことにより、筑波大学における取



り組みとの比較検討を行った。 
 
３．研究の方法 
 ユニバーサル・キャンパスの構築に必要な
条件について明らかにするため、以下５つの
研究を行った。 
(1)障害のアセスメントについては、障害種
毎に当該専門研究者による独自のアセス
メント方法を開発し、障害学生個人の支援
ニーズを明確化した上で、大学として支援
可能な合理的配慮について検討する。 

(2)環境のアセスメントについては、物理的
環境である建築構造物、備品などに関して
調査を行い、改善すべき点を明らかにする。
また人的環境については、周囲の人的環境
整備を行うために必要な点に明らかにす
るため、質問紙調査を行う。 

(3)人的資源の開発については、大学の総合
科目、支援技術者養成講座、勉強会、学生
支援チームの組織化に関して、事前事後の
評価を行うことにより、問題点と改善すべ
き点を明らかにする。 

(4)支援方法・技術の高度化については、合
理的・効率的支援方法を開発するための基
礎的研究を行う。 

(5)健康管理については、障害学生の大学生活
への適応状況等について、ストレス評価を
行うとともに、支援学生が本来の学業との
両立に支障がないような健康管理体制を
検討するための基礎的データを蓄積する。 

 
４．研究成果 
ユニバーサル・キャンパスの構築に必要な

条件について明らかにするため、以下５つの
研究を行い、それぞれの研究において以下の
ような成果が得られた。 
(1)障害のアセスメント 
障害のある大学生のアセスメント方法を

開発するにあたり、まず基礎的資料を得るた
めに、大学生よりも具体的で視覚に頼る学習
をすることが多く、困難も多いと考えられる
小中学生を対象に、学習での困難さとその当
時受けていた支援、そして現在（大学生・大
学院生）から振り返って受けたかった支援に
ついて面接調査を行った。その結果、小中学
生の弱視児は教科によって困難さに違いが
あること、主に「作業・活動」に困難のある
教科（理科・体育など）と、主に「文字処理・
資料」に困難のある教科（国語、算数/数学、
社会、英語など）に分類されることが示され
た。また、弱視児への支援の観点として、ア）
授業への主体的な参加を促す指導、イ）補助
具の紹介、ウ）見やすい教材の提供、エ）使
いやすい用具の紹介・提示、オ）具体的な説
明、カ）障害の理解・周知が見いだされた。
これらの観点は、大学生に対する支援につい
ても適用できると思われ、今後は実際の支援
への適用を試み、アセスメントに基づいた支

援の効果等について検討する必要がある。 
(2)環境のアセスメント 
①物理的環境について：大学におけるバリア
を調査し、改善点等を検討した。またそれら
の結果を基に、バリアフリーマップの作成を
試み、一般に公開した。今後はさらにデータ
を蓄積し、バリア評価の基準設定および改修
案の整理が課題としてあげられる。 
また、近年弱視者の夜間歩行誘導の目的と

して開発されている発光ダイオードを埋め
込んだ点字ブロックについて、26 名の弱視者
を対象に、弱視者への有効性に関する質問紙
調査を行ったところ、約 8 割の対象者が発光
点字ブロックは有効であるという回答をし
ており、弱視者にとって発光点字ブロックが
歩行誘導に有効であることが示された。従っ
て、弱視学生が在籍する大学においては、通
常の点字ブロックに加え、発光点字ブロック
の敷設が有効であると考えられる。ただし、
全盲の視覚障害者にとっての有効性や必要
な輝度、設置場所、コスト等については、ま
だ検討の余地があり、今後の課題である。 
②人的環境について：弱視学生の周りへ援助
を要請する際の意識が個人要因（性別、支援
を受けた経験、補助具活用等）によりどのよ
うに影響されるかについて支援場面毎に検
討した。その結果、移動支援場面や読み支援
場面等、多くの弱視学生が日常的に支援を必
要とする場面では、個人要因の影響による差
がみられなかったが、プライベートな情報を
開示する可能性が高い代筆支援場面では、性
別と支援を受けた経験によって支援養成の
しやすさに違いがみられ、女子のほうが男子
よりも、また支援を受けた経験がある者のほ
うが経験のない者よりも援助要請しやすい
ことが示された。 
以上のことから、障害学生に対しては、ど

のように援助要請すれば、健常学生が肯定的
反応を返すのかという情報を与えるなど、援
助要請スキルを身につけるためのサポート
が必要であり、周囲の学生に対しても、そう
いった障害学生の心理や不安について説明
することで、援助要請・援助提供しやすい環
境整備を行っていくことが重要であるとい
える。また、視覚障害学生への支援に対する
教員の意識について調査した結果、視覚障害
学生に対する教員の意識には性差があるこ
とが示された。さらに、教員の意識や態度に
は、教員の専門領域や経験等が関連している
ことも示された。 
今後は、他の障害種別での研究や教職員・

学生等の障害理解や支援に対する理解・意識
等を調査し、人的環境整備に必要かつ有効な
アプローチ方法の検討が必要である。 
(3)人的資源の開発 
高等教育機関における障害学生支援の担

い手は、多くが同じ学生であるという現状を
踏まえ、同じ学生が支援者となることについ
て、聴覚障害学生 16 名を対象として、質問
紙調査を行った。その結果、対象者全員が、



学生による情報支援に満足あるいはやや満
足と回答しており、満足度の高さがうかがえ、
学生が支援を担うことに一定のメリットを
見いだしていることが示された。しかしその
一方で、遅刻、欠席をされることへの不安や
プライベートな情報を知られることへの抵
抗がみられた。また、高等教育の専門性に対
しては、学生支援者が対応することに聴覚障
害学生自身が限界を感じている様子がみら
れたものの、自分と同じ立場の支援学生に対
し、高い技術を求めることへの申し訳なさを
感じる様子もうかがえた。従って、今後は学
生支援者と外部支援者両方による支援体制
の確立が求められる。 
今後は、学生支援者の帰属意識や支援に対

する意識に及ぼす要因なども検討し、障害学
生および支援学生双方にとってよりよい人
的資源の開発、人材育成の方法等について検
討していくことが課題である。 
(4)支援方法・技術の高度化 
聴覚障害学生支援（パソコン要約筆記、音

声認識技術を活用した支援、手話通訳）の研
究と発達障害学生支援の研究を行った。 
①パソコン要約筆記支援について：支援のパ
フォーマンスに及ぼす支援者の要因に関し
て分析したところ、支援者の支援経験年数、
人数による影響が見られたものの、支援者の
講義に対する背景知識については、顕著な影
響は見られなかった。今後は、経験者特有の
スキルについて分析し、支援者養成に寄与す
る示唆を得たい。 
②音声認識技術を活用した情報保障支援に
ついて：支援方法の開発、伝達できうる情報
量や品質の分析を行った。その結果、復唱形
式の音声認識技術を用いた情報保障支援を
行うことで、1 名の支援者であっても、複数
名の連係入力によるパソコン要約筆記と同
程度の情報量を提供できうることが示され
た。しかし、提供される情報の質に関する聴
覚障害学生からの評価については今後の課
題であり、復唱者の効果的な養成方法の検討
や簡便で安定した支援システム構築に向け
た検討も必要である。 
③手話通訳支援について：上記の文字通訳支
援以外にも、手話通訳に関する作業内容の分
析を行った。手話通訳に関しては、これまで
聞き取り通訳の分析は行われてきたが、読み
取り通訳に関する分析は行われてこなかっ
た。聴覚障害学生の中には、母語が日本手話
であり、自ら発言・発表する際は、発声では
なく手話のみを用いる学生も存在しており、
その場合は読み取り通訳支援を利用するこ
とになる。そこで、読み取り通訳に関する作
業内容の分析を行った結果、訳出率は 50～
90％と同じ有資格の手話通訳者であっても、
提供しうる情報量にばらつきがみられた。し
かし、読み取り通訳においても聴き取り通訳
と同様に、どの対象者も重要語を選択的に訳
出していた。また、訳出率の高い通訳者ほど、
重要語の省略や訳出の誤りが少ないことが

明らかとなった。一方、手話通訳歴と訳出率
との関係は、本研究では明確ではなかった。 
読み取り通訳での変換作業には、聞き取り

通訳の変換作業カテゴリーとして「原語借
用」と「圧縮・統合」が見られず、音声同時
通訳の先行研究で示されているカテゴリー
と類似していた。そのため、作業内容から見
て、読み取り通訳は聞き取り通訳よりも音声
同時通訳に類似しており、読み取り通訳と聞
き取り通訳では、作業内容や心理的プロセス
が異なることが示唆された。今後は、高等教
育における手話通訳支援、文字通訳支援に関
する質的向上を目指した研究が求められる。 
④発達障害学生支援について 
 発達障害学生への支援は、近年その必要性
が高まっており、支援の現状についていくつ
か報告があるが、どんな支援内容が、どのよ
うな支援方法や支援体制のもとで支援事例
が馳駆されてきたのか分析された研究はな
い。今後、各大学における合理的配慮の範囲
の検討、その支援体制の整備を図る上でも、
これまで実践報告されてきた支援方法や支
援体制の知見を整理することが必要である。 
 そこで、支援内容が明記された研究論文を
分析し、発達障害学生支援に関する知見を整
理し、今後の課題について検討した。 
 1996 年から 2013 年の対象論文 31 本を、
支援内容別に支援方法及び支援体制につい
て分析した結果、授業、試験、対人関係スキ
ル、生活スキル、就活など支援内容は多岐に
わたり、特に対人関係スキル、生活スキル、
授業の支援が多く報告されていた。対人関係
スキル支援では、個別面談による支援方法を
とることが多く、授業支援では、個別面談に
加えて担当教職員との連携支援、生活スキル
支援では、個別面談と家庭との連携支援が多
く報告されていた。このように、各支援内容
において、どのような支援方法がとられ、ど
のような支援体制で対応されてきたのかが
明らかとなった。その一方で、キャリア支援
の検討、心理教育的アセスメントツールの活
用、支援の評価方法とチーム体制の整備、合
理的配慮の決定過程の検討など、今後取り組
むべき課題も示された。 
(5)健康管理 
弱視学生は眼疲労を起こしやすいと言わ

れており、眼疲労を定量的に測定する方法を
検討することにより、弱視学生の適切な健康
管理を行えると考え、晴眼学生と弱視学生を
対象に、弱視学生の適応可能な眼疲労の測定
方法について検討した。 
眼疲労の測定には、瞬目反応、瞳孔対光反

応、フリッカー、自覚症状（眼疲労に関する
質問項目への 5段階評価）を用いた。その結
果、瞬目反応について、晴眼学生の反応には
複数のパターンがあり、弱視学生の反応もそ
のパターンに当てはまることが分かった。そ
のため、瞬目反応は、眼疲労の指標として晴
眼学生と同様に用いることができる可能性
が示唆された。瞳孔対光反応およびフリッカ



ーについては、晴眼学生と比べて安定した結
果が得られにくくなる可能性が示唆された。
以上のことから、弱視学生を対象として眼疲
労の測定を行う際には、対象者の特性を把握
した上で測定方法を選択する必要がある。今
後は瞬目反応を用いた眼疲労測定により、弱
視学生の健康管理における有用性を検討す
る。さらに、他の障害学生や支援学生の健康
管理についても、その方法と効果について検
討する必要がある。 
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